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技術部門   森林部門  

専門とする事項  治山 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅲ－1 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

１ 最 近 の 山 地 災 害 の 特 徴 と そ の 対 策 の 技 術 的 課 題  

 短 時 間 強 雨 の 発 生 頻 度 が 増 加 傾 向 に あ る こ と に 加 え

地 球 温 暖 化 に 伴 う 気 候 変 動 に よ り 大 雨 の 発 生 頻 度 が さ

ら に 増 加 す る こ と に よ り 、 山 地 災 害 の 発 生 リ ス ク が 高

ま っ て い る 。 我 が 国 は 、 地 形 が 急 峻 で か つ 地 質 が 脆 弱

な こ と も あ る こ と も あ る た め 、 前 線 や 台 風 に 伴 う 豪 雨

の 頻 発 で 、 毎 年 各 地 で 山 地 災 害 が 発 生 し て い る 。  

 ま た 、 熊 本 で 発 生 し た 継 続 的 な 地 震 の よ う に 、 地 震

に よ る 大 規 模 な 山 腹 崩 壊 や 地 す べ り が 多 発 し て い る の

も 特 徴 で あ る 。  

 対 策 の 技 術 的 課 題 は 、 大 規 模 な 災 害 が 発 生 し た 場 合

に 被 災 状 況 を 短 時 間 で 的 確 に 把 握 す る こ と が 難 し い こ

と で あ る 。  

２ 山 地 災 害 の 技 術 的 提 案  

 国 や 調 査 会 社 の 治 山 技 術 者 に よ る 調 査 チ ー ム を 作 り

ヘ リ コ プ タ ー や ド ロ ー ン に よ る 危 険 箇 所 の 把 握 に 努 め

る 。 調 査 に よ っ て は 情 報 の 内 容 に バ ラ ツ キ が な い よ う

に 、 土 砂 災 害 の 種 類 （ 土 石 流 ・ 地 す べ り ・ 山 腹 崩 壊 ）

に 応 じ て 調 査 様 式 を 作 成 し て お き 、 共 通 の 観 点 で 調 査

を 実 施 す る 。  

な お 、 人 名 や 財 産 の 保 全 に 関 わ る 地 域 を 最 優 先 に 調 査

す る こ と が 重 要 で あ る 。  

 調 査 す る 内 容 を 土 砂 災 害 の 種 類 別 に 以 下 に 述 べ る 。  

①  土 石 流 に 関 す る 調 査  

土 石 流 発 生 地 域 で は 、 渓 床 勾 配 及 び 堆 積 土 砂 量 、 粒
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

径 等 を 計 測 す る 。 こ れ ら の 要 因 を 相 互 y 総 合 的 に 勘

案 し て 、 土 砂 の 流 下 の 危 険 度 を 把 握 す る 。 さ ら に 、

湧 水 や 亀 裂 、 滑 落 涯 等 を 調 査 し 新 た な 崩 壊 の 危 険 性

に つ い て 把 握 す る 。  

ま た 、 治 山 ダ ム な ど の 施 設 が あ る 場 合 は 、 施 設 の 損

傷 、 堆 積 状 況 を 把 握 し 合 わ せ て 危 険 度 の 評 価 を 行 う

も の と す る 。  

②  地 す べ り に 関 す る 調 査  

地 す べ り 調 査 は 、 地 す べ り の 移 動 の 状 況 及 び 範 囲 、

移 動 方 向 、 移 動 量 等 を 把 握 す る 。 災 害 直 後 に お い て

は 、 地 す べ り が 移 動 し て い る か が 重 要 と な る 。 踏 査

に よ る ク ラ ッ ク や 湧 水 調 査 を 実 施 す る と と も に 、 応

急 対 策 と 連 動 し て 、 丁 張 り の 測 量 や Ｇ Ｐ Ｓ 測 量 、 伸

縮 計 な ど を 設 置 し て 地 す べ り 全 体 の 動 き を 観 測 す る 。  

③  山 腹 崩 壊 に 関 す る 調 査  

山 腹 崩 壊 地 で は 、 崩 壊 土 砂 に よ っ て 形 成 さ れ た 天 然

ダ ム の 有 無 や 欠 壊 の 危 険 性 を 把 握 す る 。 ま た 、 二 次

崩 壊 の 危 険 性 、 治 山 ダ ム な ど の 既 存 施 設 の 損 傷 、 堆

砂 状 況 等 を 把 握 し て 危 険 度 の 評 価 を 行 う 。  

こ れ ら の 点 検 結 果 に 基 づ き 、 被 災 地 ご と に 危 険 度 の

評 価 （ Ａ 応 急 対 策 必 要 、 Ｂ 再 調 査 、 Ｃ 緊 急 性 低 い ） を

実 施 す る 。 応 急 対 策 が 必 要 な 箇 所 に つ い て は 、 点 検 結

果 を 管 轄 し て い る 自 治 体 等 に 報 告 し 、 安 全 確 保 の た め

の 対 策 工 事 の 実 施 並 び に 警 戒 避 難 支 援 体 制 の 構 築 を 行

う 。  



平成２８年度 技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

調 査 で 、 短 期 的 の 災 害 発 生 の 危 険 が 高 ま っ て い る と

判 定 し た 場 合 は 、 応 急 対 策 工 事 を 実 施 す る 土 石 流 が 発

生 す る 危 険 性 が あ る 地 域 で は 、 発 生 源 と な る 渓 床 に 溜

ま っ た 土 砂 の 除 去 や 流 木 の 除 去 を 行 う 。 特 に 、 山 腹 崩

壊 土 砂 で 河 道 が 閉 塞 し て い る 場 合 は 、 欠 壊 し て 田 尾 規

模 な 二 次 災 害 が 起 き る 可 能 性 が あ る こ と か ら 、 早 急 に

仮 排 水 路 を 構 築 す る 。 工 事 で 危 険 性 が あ る 箇 所 は 。 遠

隔 操 作 で 重 機 を 操 作 す る 無 人 化 施 工 を 行 う 。  

二 次 災 害 か ら 地 域 住 民 、 捜 査 活 動 従 事 者 及 び 作 業 員

の 安 全 確 保 の た め 、 土 石 流 セ ン サ ー 、 監 視 カ メ ラ 、 伸

縮 計 を 設 置 し 、 経 過 警 報 装 置 と 連 動 さ せ て 警 報 避 難 支

援 体 制 の 構 築 を 図 る 。 活 動 中 の 地 す べ り や 山 腹 崩 壊 で

は 応 急 対 策 工 事 が 困 難 な た め 、 こ れ ら の 被 災 を 受 け る

恐 れ の 地 域 を 優 先 的 に 警 戒 避 難 支 援 体 制 を 構 築 す る 。  

３ 技 術 的 提 案 が も た ら す 効 果 と 実 行 す る 際 の リ ス ク  

 技 術 的 提 案 に よ り 、 短 期 間 に 効 率 的 な 被 災 範 囲 や 規

模 の 把 握 が 可 能 で あ る 。 こ の こ と に よ り 、 人 命 や 公 共

施 設 等 の 保 全 対 象 へ の 二 次 災 害 を 軽 減 す る こ と が で き

る 。  

実 行 す る 際 の リ ス ク は 、 こ の 方 法 で も 見 る 方 向 等 に

よ っ て も す べ て の 被 災 状 況 を 把 握 で き な い こ と で あ る 。  

最 近 使 用 さ れ る よ う に な っ た レ ー ザ ー 測 量 は 、 崩 壊

地 や 河 道 閉 塞 の 位 置 ・ 規 模 を 把 握 で き る た め 、 こ の よ

う な 最 新 の 技 術 開 発 に よ り 精 度 を 高 め て い く 必 要 が あ

る と 考 え る 。                 以 上  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 題 文 
（選択科目） 

～13-3 林産～ 









 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～13-4 森林環境～ 





選択科目    
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技術部門    

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－１ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

 特 定 外 来 生 物 と は 、 基 々 は 生 息 ・ 生 育 し て お ら ず 、

人 間 活 動 に よ っ て 持 ち 込 ま れ た 侵 略 的 外 来 生 物 の う ち 、

在 来 生 態 系 や 人 間 活 動 （ 農 林 水 産 業 、 安 全 ） へ の 影 響

が あ る 種 と し て 指 定 さ れ た も の で あ る 。 ア ラ イ グ マ や

セ イ ヨ ウ オ オ マ ル ハ ナ バ チ 等 が あ り 、 生 き た ま ま の 移

動 や 運 搬 は 禁 止 さ れ 、 罰 則 規 定 も あ る 。  

 ハ リ エ ン ジ ュ は 、 特 定 外 来 生 物 へ の 指 定 に つ い て 検

討 さ れ て き た が 、 以 下 の 理 由 か ら 指 定 さ れ て お ら ず 、

要 注 意 外 来 生 物 と な っ た 。  

 ・ 養 蜂 家 に と っ て は 大 き な 蜜 源 で あ り 、 特 定 外 来 生

物 へ の 指 定 に よ っ て 、 大 規 模 に 防 除 さ れ る と 、 産

業 へ の 影 響 が 大 き い 。  

 ・ 北 海 道 の 研 究 に よ る と 、 他 の 特 定 外 来 生 物 と 比 べ

る と 、 生 態 系 に 大 き な 影 響 を 与 え る と ま で は 言 え

な い と の 報 告 が あ る 。  

 な お 、 札 幌 市 で は 、 札 幌 駅 前 通 に 昔 か ら ハ リ エ ン ジ

ュ の 並 木 が あ る 。 ア カ シ ア の 名 は 歌 に も う た わ れ て 親

し み が あ る 。 ハ リ エ ン ジ ュ の 生 態 系 サ ー ビ ス を 考 え た

時 に 、 蜜 源 と し て の 供 給 サ ー ビ ス や 札 幌 市 の 例 の 文 化

的 サ ー ビ ス が 挙 げ ら れ る こ と か ら 、 在 来 生 態 系 へ の 影

響 を 踏 ま え た 上 で 、 管 理 し な が ら 利 用 す る こ と が 望 ま

し い と 考 え る 。  

                    以  上  



選択科目    
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技術部門    

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－２ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

 緑 の 回 廊 に つ い て 、 以 下 に 述 べ る 。  

 ・ 意 義 ： 生 物 の 移 動 経 路 と し て 、 生 態 系 ネ ッ ト ワ ー

ク の 形 成 に 寄 与 し て い る 。  

 ・ 現 状 ： 保 護 林 と し て 保 全 さ れ て い る 箇 所 が あ る 一

方 で 、 里 山 に お け る 放 棄 林 や 、 シ カ 等 の 食

害 、 マ ツ 枯 れ 、 ナ ラ 枯 れ 等 に よ る 被 害 な ど

で 、 森 林 が 荒 廃 し 、 ミ ッ シ ン グ リ ン ク と な

っ て い る 部 分 も あ る 。  

 ・ 課 題 ： 保 護 林 が 制 度 化 さ れ て 1 0 0 年 が 経 過 し 、

「 復 元 」 な ど の 考 え 方 を 含 め た 管 理 の 方 法

が 必 要 に な っ て い る 。  

管 理 不 足 の 森 林 に つ い て は 、 人 員 の 確 保 や

資 金 の 調 達 が 必 要 で あ る 。  

 ・ 機 能 を 高 め る た め の 森 林 管 理 上 の 留 意 点 ：  

保 護 林 等 に つ い て は 、 自 然 環 境 調 査 を 実 施

し て 、 メ タ 個 体 群 と し て の 森 林 生 態 系 の 管

理 に 留 意 す る 必 要 が あ る 。  

管 理 が 困 難 な 場 所 に つ い て は 、 周 辺 と 一 体

と し て 森 林 の 多 面 的 機 能 を 発 揮 さ せ る た め 、

国 や 地 方 公 共 団 体 の 事 業 を 活 用 し た 管 理 が

必 要 で あ る 。  

以  上  





選択科目    
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技術部門    

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－２－２  

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

（ １ ） 森 林 の 公 益 的 機 能 と し て 「 地 球 環 境 保 全 機 能 」

を 挙 げ 、 内 容 を 以 下 に 示 す 。  

 ・ 内 容 ： 二 酸 化 炭 素 等 の 温 室 効 果 ガ ス の 吸 収 や 樹 体

内 へ の 蓄 積 に よ り 、 地 球 温 暖 化 の 抑 制 に 寄

与 し て い る 。  

 

（ ２ ） 上 記 機 能 を 発 揮 さ せ る た め の 森 林 整 備 の 手 法 、

施 業 技 術 と し て 、 以 下 の ２ つ を 挙 げ る 。  

（ ２ － １ ） 新 規 植 林 や 再 植 林  

 こ れ ま で 森 林 で は な か っ た 場 所 や 、 過 去 に 森 林 だ っ

た が い ま は 森 林 で は な い 場 所 に 植 林 を 行 い 、 森 林 と し

て 整 備 す る 。  

（ ２ － ２ ） 森 林 経 営 に よ る 管 理  

 現 在 森 林 と な っ て い る 場 所 に お い て 、 吸 収 源 と し て

の 機 能 を 維 持 ・ 向 上 さ せ る 。 間 伐 、 下 刈 り 、 枝 打 ち 等

に よ り 、 森 林 全 体 と し て の 温 室 効 果 ガ ス の 吸 収 能 を 高

め る こ と が で き る 。 ま た 、 複 層 林 化 や 針 広 混 交 林 化 を

進 め る こ と で 、 生 物 多 様 性 保 全 機 能 も 高 め つ つ 、 持 続

可 能 な 森 林 経 営 を 可 能 に す る こ と が で き る 。  

 な お 、 上 述 の 森 林 整 備 の 手 法 に つ い て は 、 地 球 温 暖

化 に 係 る 国 際 会 議 に お い て も 、 森 林 吸 収 源 と し て 認 め

ら れ て い る 手 法 で あ る 。  

 

（ ３ ） 前 述 し た 手 法 に つ い て の 問 題 点 ・ 留 意 点  

（ ３ － １ ） 新 規 植 林 や 再 植 林  
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

 ・ 対 象 と な る 場 所 や 面 積 が ほ と ん ど 望 め な い と い う

こ と が 、 最 大 の 問 題 点 で あ る  

 ・ こ れ ま で 森 林 で は な か っ た と い う こ と は 、 何 か 原

因 が あ る は ず な の で 、 歴 史 性 や 気 候 、 生 態 的 な 特

徴 を 踏 ま え た 上 で 、 地 域 の 樹 種 を 選 定 す る 等 の 検

討 が 必 要 で あ る 。  

（ ３ － ２ ） 森 林 経 営 に よ る 管 理  

 ・ 所 在 者 不 明 な 森 林 や 高 齢 等 に よ り 森 林 経 営 が 困 難

な 人 の 森 林 の 活 用 が 問 題 で あ る 。 そ の た め に は 、

国 や 地 方 自 治 体 に よ る 所 有 者 さ が し を 進 め 、 森 林

経 営 に 意 欲 の あ る 人 に 森 林 を 集 約 さ せ て 森 林 経 営

計 画 に 基 づ く 森 林 管 理 を し て も ら う こ と が 重 要 で

あ る 。  

 ・ 森 林 管 理 の 効 率 化 の た め 、 大 型 機 械 の 導 入 や そ の

た め の 路 網 の 整 備 を 進 め る こ と が 重 要 で あ る 。  

 ・ 人 手 不 足 に つ い て も 問 題 と な る 。 そ の た め 、 森 林

ボ ラ ン テ ィ ア の 活 用 を す す め 、 活 動 の 場 の マ ッ チ

ン グ の し く み づ く り が 重 要 と な る 。  

                    以  上  





選択科目    
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技術部門    

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅲ－２ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

（ １ ） 森 林 の 保 護 休 養 ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 機 能 の 概 念  

 森 林 は 木 か げ を 形 成 し 、 蒸 発 散 に よ り 熱 循 環 を や わ

ら げ 、 夏 涼 し い 特 徴 を も つ 。 ま た 、 森 林 内 に 豊 富 に 存

在 す る フ ィ ト ン チ ッ ド に よ り 、 健 康 へ の 効 果 が 期 待 さ

れ る 。 さ ら に 、 森 林 生 態 系 に 生 息 ・ 生 育 す る 動 植 物 は 、

観 察 対 象 で あ り 、 四 季 の 変 化 に 伴 っ て も 種 が 異 な る 。  

 

（ ２ ） 我 が 国 に お け る 森 林 の 保 健 休 養 ・ レ ク リ エ ー シ  

ョ ン 機 能 を 発 揮 さ せ る た め の 取 組  

 上 記 の 取 組 に つ い て は 、 「 ハ ー ド 対 策 」 と 「 ソ フ ト

対 策 」 が 挙 げ ら れ る 。  

（ ２ － １ ） ハ ー ド 対 策  

 ① 散 策 路 、 休 息 場 、 ト イ レ 、 駐 車 場 等 の 整 備  

 ② 自 然 観 察 の た め の 観 察 小 屋 等 の 施 設 の 整 備  

 ③ 歩 く ス キ ー や ト レ イ ル ラ ン 等 の ス ポ ー ツ 利 用 の た  

め の 整 備  

 ④ 下 刈 り 、 間 伐 、 伐 木 の 除 去 等 の 維 持 管 理  

（ ２ － ２ ） ソ フ ト 対 策  

 ⑤ 森 林 イ ン ス ト ラ ク タ ー （ 全 国 ） 、 木 育 マ イ ス タ ー  

（ 北 海 道 ） を 育 成 し 、 利 用 者 の 満 足 度 の 高 い 体 験  

の 提 供 を 行 う し く み づ く り  

 ⑥ 森 林 の 利 用 に よ る 効 果 の Ｐ Ｒ  

 

（ ３ ） 森 林 の 保 健 休 養 ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 機 能 を 発 揮  

さ せ る 森 林 整 備 等 の 留 意 点 ・ 問 題 点  
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

 上 記 に つ い て は 、 前 述 の 取 組 の 内 「 ハ ー ド 対 策 」 に

つ い て 述 べ る 。  

 ① 散 策 路 、 休 息 場 、 ト イ レ 、 駐 車 場 等 の 整 備 に つ い

て は 、 利 用 者 数 等 の 状 況 を 踏 ま え て 、 位 置 ・ 規 模

の 決 定 に 留 意 す る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 事 前 の

調 査 に よ っ て 、 そ れ ら を 把 握 す る 必 要 が あ る 。 ま

た 、 最 近 で は 外 国 人 観 光 客 も 増 加 し て い る こ と か

ら 、 将 来 の 状 況 に つ い て も 検 討 し て お く 必 要 が あ

る 。  

 ② 自 然 観 察 の た め の 観 察 小 屋 等 の 施 設 の 整 備 に つ い

て は 、 対 象 と す る 種 や 施 設 設 置 の 位 置 ・ 規 模 に つ

い て 決 定 す る た め 、 事 前 に 自 然 環 境 調 査 を 実 施 す

る 必 要 が あ る 。 ま た 、 施 設 の 工 事 中 及 び 供 用 中 の

環 境 へ の 影 響 に つ い て 予 測 評 価 す る べ き で あ る 。

た だ し 、 環 境 影 響 評 価 法 等 に お け る 対 象 事 業 や 規

模 要 件 に 該 当 し な い と 想 定 さ れ る が 、 こ れ ら の 法

や 関 係 規 則 、 技 術 指 針 等 に 準 拠 し て 、 予 測 評 価 す

る こ と が 重 要 で あ る 。 な お 、 必 要 に 応 じ て 、 環 境

保 全 措 置 の 検 討 、 実 施 も 行 う 。  

 ③ ス ポ ー ツ 利 用 の た め の 整 備 に つ い て は 、 利 用 者 の

増 加 が 見 込 ま れ る 一 方 で 、 コ ー ス 外 に 出 る こ と で

踏 み つ け に よ り 林 床 が 破 壊 さ れ る お そ れ が あ る 。

ま た 、 利 用 者 の 靴 底 等 を 介 し て 、 外 来 生 物 が 持 ち

込 ま れ る お そ れ も あ る こ と か ら 、 必 要 に 応 じ て 、

靴 底 を 洗 っ て も ら う 等 も 対 策 を 検 討 す る 。  
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

 ④ 維 持 管 理 作 業 に つ い て は 、 人 員 確 保 と 費 用 の 問 題

が あ る 。 利 用 者 が 多 い 場 所 に つ い て は 、 管 理 費 用

を 徴 収 す る こ と も 検 討 す る 。 徴 収 が 見 込 め な い 場

所 に つ い て は 、 森 林 ボ ラ ン テ ィ ア や 企 業 の Ｃ Ｓ Ｒ

を 兼 ね た 取 組 と し て 実 施 し 、 参 加 者 の 満 足 度 が 高

く な る よ う に 留 意 す る 。  

 な お 、 上 記 の 他 に 、 他 の 多 面 的 機 能 と の 間 で ト レ ー

ド オ フ が 発 生 す る 可 能 性 に つ い て 留 意 が 必 要 で あ る 。

本 機 能 の 発 揮 に お い て は 、 利 用 者 が 安 全 で 快 適 に 利 用

で き る こ と が 重 要 で あ る が 、 そ の た め に 生 物 多 様 性 保

全 機 能 や 水 源 涵 養 機 能 が 損 な わ れ る 場 合 に は 、 多 面 的

機 能 全 体 を 踏 ま え た う え で 、 ど こ ま で 許 容 で き る か を

検 討 す る 必 要 が あ る 。  

 

（ ４ ） お わ り に  

 以 上 、 本 機 能 の ハ ー ド 対 策 に つ い て 述 べ た 。 こ の ほ

か 、 ソ フ ト 対 策 の 推 進 も 必 要 で あ る 。 私 は 、 北 海 道 認

定 の 木 育 マ イ ス タ ー と し て 、 本 機 能 を 含 む 森 林 の 多 面

的 機 能 を 利 用 者 に 広 く 知 っ て も ら う 取 組 を 行 っ て い る 。

今 後 も 森 林 環 境 の 技 術 者 と し て 、 本 機 能 を 発 揮 す る 取

組 を す す め て ま い り た い 。  

                    以  上  


